
県
内
３
社
の
環
境
事
業

新
型
イ
ン
フ
ル
対
策
で
除
菌
水
伸
び
る

特
殊
車
両
製
作
・
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
修
理

の
第
一
ボ
デ
ー
�株（
廿
日
市
市
沖
塩
屋
）、

空
冷
設
備
施
工
の
�株
ユ
ー
ケ
イ
テ
ク
ノ（
江

田
島
市
能
美
町
）な
ど
が
、環
境
分
野
の
サ

イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、塩
素
系
除
菌・消
臭

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

ウ

ォ

ー

タ

ー

水「
Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
」

の
販
売
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。
国
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

塩
素
系
の
消
毒
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
や
県

医
師
�協
の
推
奨
商
品
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

対
策
を
進
め
る
事
業
所
や
、
医
療
福
祉
施

設
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

日
通
商
事
の
同
商
品
は
、
次
亜
塩
素
酸

の
高
い
除
菌
能
力
を
そ
の
ま
ま
に
、
特
殊

な
製
法
で
成
分
を
人
肌
と
同
じ
弱
酸
性
に

調
整
。
除
菌
後
は
水
に
戻
る
た
め
、
人
に

も
環
境
に
も
害
が
な
い
と
い
う
。
小
型
容

器
で
ス
プ
レ
ー
す
る
ほ
か
、
霧
化
器
で
噴

霧
し
て
室
内
を
衛
生
的
に
保
つ
。
同
水
は

二
〇
�
で
九
九
七
五
円
。
食
品
工
場
な
ど

へ
の
大
型
霧
化
器
が
二
九
万
四
〇
〇
〇
円

で
、
病
院
待
合
室
や
会
社
事
務
所
向
け
小

型
器
は
一
万
五
七
五
〇
円
〜
。

０
６
年
に
県
内
第
一
号
の
代
理
店
と
な

っ
た
第
一
ボ
デ
ー
は
工
場
ほ
か
病
院
向
け

が
伸
び
、
１
月
の
同
水
の
販
売
数
が
前
年

同
月
に
比
べ
て
倍
増
の
六
〇
個
と
な
っ
た
。

事
業
所
へ
は
ネ
ッ
ト
販
売
が
主
体
。
ユ
ー

ケ
イ
テ
ク
ノ
は
待
合
室
や
事
務
所
向
け
が

好
調
で
、
０
９
年
は
前
年
に
比
べ
三
倍
増

の
月
間
六
〇
個
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
豊
国
工
業
子
会
社
の
�株
豊
国
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
（
東
広
島
市
）
な
ど
も
販

売
し
て
お
り
、
日
通
商
事
広
島
支
店
に
よ

る
と
県
内
全
体
は
四
倍
増
ペ
ー
ス
と
い
う
。

日
興
ホ
ー
ム

完
全
予
約
制
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

�株
日
興
ホ
ー
ム
（
東
広
島
市
、
村
尾
卓

志
社
長
）
は
、
立
方
体
の
新
し
い
デ
ザ
イ

ン
住
宅
と
し
て
注
目
を
集
め
る
「
ｃ
ａ
ｓ

ａ
ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
」モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
３
月
２１
、

２２
日
、
旧
２
号
線
沿
い
の
同
市
八
本
松
東

七
丁
目
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
す
る
。

シ
リ
ー
ズ
の
「
１
」
タ
イ
プ
で
延
面
積

は
九
二
四
�
�
。
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
じ
っ

く
り
見
て
も
ら
う
た
め
、
業
界
で
も
珍
し

い
「
完
全
予
約
制
」
と
し
、
一
日
の
見
学

者
も
最
大
二
〇
組
ま
で
と
す
る
。
本
オ
ー

プ
ン
は
４
月
４
、
５
日
で
営
業
時
間
は
午

前
１０
時
〜
午
後
５
時
。
平
日
も
予
約
が
あ

れ
ば
対
応
す
る
。
ま
た
、
安
佐
南
区
の
東

亜
祇
園
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
も
ｃ
ａ
ｓ
ａ
ｃ

ｕ
ｂ
ｅ
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
ｃ
ａ
ｓ
ａ
２
＋

Ｇ
ｒ
」
と
、
木
造
注
文
住
宅
「
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
Ｒ
」の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設
中
で
、

４
月
中
の
完
成
を
予
定
。
ｃ
ａ
ｓ
ａ
２
＋

Ｇ
ｒ
は
、
延
面
積
一
一
五
五
�
�
で
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
小
さ
く
し
て
部
屋
を
増
や
し

た
。
税
込
み
一
八
六
九
万
円
。
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
Ｒ
は
耐
震
工
法
の
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
を
ベ
ー
ス
に
、
省
エ
ネ
や
オ
ー
ル

電
化
設
備
を
備
え
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
す

る
、
次
世
代
の
木
造
注
文
住
宅
。

�
春
眠
不
覺
曉
�

春
の
夜
は
ま
こ
と

に
眠
り
心
地
が
い

い
の
で
、
朝
が
来

た
こ
と
に
も
気
づ

か
ず
、
つ
い
寝
過
ご
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、

中
に
は
、
寝
過
ご
す
だ
け
で
な
く
、
昼
間

も
つ
い
う
と
う
と
と
し
て
し
ま
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昼
間
の
眠

気
は
し
ば
し
ば
仕
事
や
社
会
生
活
の
中
で

障
害
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
医
学
的

に
睡
眠
障
害
と
は
、
眠
れ
な
い
だ
け
で
は

な
く
昼
間
の
眠
気
す
な
わ
ち
�
傾
眠
�
も

問
題
に
な
り
ま
す
。

六
年
前
の
山
陽
新
幹
線
の
居
眠
り
運
転

問
題
で
関
心
が
高
ま
っ
た
、
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
。
大
き
な
事
故
に
至
ら
な
か
っ

た
の
が
幸
い
で
す
が
、
こ
の
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
と
は
い
び
き
に
伴
う
呼
吸
睡
眠

障
害
で
、
傾
眠
に
よ
り
し
ば
し
ば
仕
事
に

支
障
を
来
す
疾
患
で
す
。

す
で
に
米
国
で
は
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
病
気
と
し
て
、
１
９
８
０

年
代
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
米
国

睡
眠
障
害
調
査
研
究
委
員
会
」
が
９
３
年

に
ま
と
め
た
報
告
書
で
は
、「
死
亡
率
や
罹

患
率
か
ら
、
最
も
重
要
な
睡
眠
障
害
。
米

国
で
一
八
〇
〇
万
人
以
上
い
る
」
と
警
告

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
交
通
事
故
率
は
健

常
人
の
七
倍
に
な
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、

州
に
よ
っ
て
は
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許

を
取
得
す
る
際
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

の
検
査
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し

日
本
で
は
こ
の
疾
患
に
対
し
て
、
十
分
な

対
策
が
と
ら
れ
て
い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

事
故
を
起
こ
す
前
に
専
門
医
の
治
療
を
受

け
な
い
と
危
な
い
潜
在
的
な
患
者
さ
ん
は

か
な
り
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が

怖
い
の
は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
も
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
最
近
の
デ
ー
タ
で

は
、
高
血
圧
は
二
倍
、
心
疾
患
三
倍
、
脳

卒
中
は
四
倍
、
糖
尿
病
は
一
・
五
倍
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
根
源
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。ま
た
、

夜
間
の
呼
吸
停
止
に
よ
り
睡
眠
の
質
が
悪

化
す
る
た
め
、集
中
力
や
記
憶
力
の
低
下
、

仕
事
の
能
率
の
低
下
、
イ
ラ
イ
ラ
、
短
気
、

朝
起
き
た
時
に
頭
が
す
っ
き
り
し
な
い
・

頭
痛
、
気
分
の
変
調
、
不
安
、
う
つ
状
態
、

性
欲
減
退
、
夜
尿
、
睡

眠
中
何
回
も
目
が
さ
め

て
ト
イ
レ
に
行
く
、
昼

間
の
幻
覚
、
難
聴
な
ど

の
症
状
が
出
現
し
て
き

ま
す
。
要
注
意
…
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
�

春
眠
暁
を
覚
え
ず
い
び
き
と
傾
眠
、要
注
意
…

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
�

広
島
市
医
師
会
理
事

津
谷
内
科
呼
吸
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長

津
谷

隆
史

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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